
手取川流域中生代手取層群調査報告書



発刊にあたって

　手取層群は１億数千万年前の中生代後期の地層で，石川・福井・岐阜・富山県

の４県にわたって分布しています。この地層の名称は手取川にちなんだもので，

石川県では手取川上流域を中心に広く分布します。白峰村桑島にある通称「化石

壁」の手取層群の地層から恐竜化石が発見され，そのことが報じられたのが昭和

61年のことです。その後も，各地で恐竜化石が発見され，この地層は研究者だけ

ではなく，全国からも注目もひくようになりました。また，この地層は，太古の

白山とアジア大陸との関係を知る上でも重要な地層であります。

　石川県白山自然保護センターでは，手取層群の古生物や太古の白山の姿を明ら

かにするため，平成11年度から13年度まで，手取川流域の手取層群の調査を行っ

てきました。本報告書は，その成果をまとめたものです。今日の白山及び県土の

成り立ちについて理解を深めていただくとともに，広く白山の自然環境保全に関

してご意見いただきますようお願いいたします。

　本調査及び本報告書の作成にあたりましては，調査委員の方々に格別の御尽力

とご指導，ご協力を承りましたことを，ここに感謝申し上げます。

平成14年３月

石川県白山自然保護センター

　　　　　　　　所長　　堀　　日出夫
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